
カ ウ ン セ ラ ー 便 り no. 3

‑︎裏へ

������݄
εΫʔϧΧϯηϥʔɿผ�ٶಙʢͬ͘�Ώ͖ͷΓʣ

✽感染症と差別：どのように考えたらよいか✽

ɹίϩφΠϧεͷྲྀ͕ߦظԽ͠ɺݝͰײછऀ͕૿͍͑ͯ·͢ɻֶߍྫ֎Ͱͳ͘ɺ
͢Ͱʹ͍͔ͭ͘ͷֶߍͰײછऀ͕ൃੜͨ͜͠ͱ͕ใಓ͞Ε͍ͯ·͢ɻײછ͕ۙʹഭͬͯ͘Δ
ͱੜ͍͢͡ͷ͕ʮࠩผʯͷͰ͢ɻͦ͜Ͱࠓճײછͱࠩผʹ͍ͭͯͯ͑ߟΈ·͢ɻ

【学校で感染が起きたとき、どのようなことが生じる可能性があるか】
◆ 感染した生徒や教職員が誰であるか探ろうとする
・憶測、噂、SNSによる拡散
ɹײછ͕ۙʹഭͬͯ͘Δͱવෆ҆ʹͳΓ·͢ɻ୭͕ײછ͔ͨ͠ಛఆͨ͘͠ͳΔͰ͠ΐ͏ɻ
͔֬ͳใ͕ͳ͍͜ͱ͕͞Βʹෆ҆ΛἤΔͷͰɺԱଌ͕ތு͞Εͯ·Γ͘͢ͳΓ·͢ɻ

◆ 感染した生徒（保護者）、教職員への攻撃＝差別
・感染に伴う再休校などによって、取り戻しかけた日常が奪われることへの怒り
ɹ୭͕ײછ͔ͨ͠ݟ͕ͭ͘ͱʢ࣮ࣄͰ͋ͬͯͳͯ͘ʣɺࠓͦͷ୭͔Λܸ͢߈Δ͜ͱ
છͨ͠ਓͷ͍ͤͰৗ͕ୣΘΕͨͱෲཱ͕ͭʢʮ͍͋ͭͷ͍ͤͰʯʣ͜ͱײΓ·͢ɻ·͕࢝
ɺਓؒͷੑ࣭ͱͯ͠ආ͚͍͔͠Ε·ͤΜɻ

◆ 感染に伴う再休校などによって、取り戻しかけた日常が奪われることへの反応
・学習意欲の低下　無気力　無力感　不信感
・自分自身も感染するのではないかという不安・恐怖
・登校への不安　特定の活動への不安
ɹౖΓͷ࣍ʹɺৗੜୣ͕׆ΘΕΔ͜ͱͷ݁Ռͱͯ͠ɺແྗײɺෆ҆ײɺڪාײͳͲʹѹ͞
ΕΔঢ়ଶʹͳΔ͜ͱ͋Γಘ·͢ɻ

◆ 学校外から詮索されることに対する不安
・差別される体験
ɹࣗײછ͍ͯ͠ͳͯ͘ɺֶߍͷ֎෦͔Βʮײછͨ͠ूஂʯʹ͑ݟ·͢ɻʮײછ͕ൃੜ
ͨ͠ͷ͔ʯͱ֎෦͔ΒḨ͞ࡧΕΔ͜ͱɺ͕ࣗࠩผ͞ΕΔମݧͱ͑ݴ·͢ɻ



【なぜ差別が起きるのか──感染に対する「不安」と「排除」の心理】
◆ 感染に対する不安（自分を守ろうとする気持ち）
・感染者を攻撃することで自分の不安と怒りを解消しようとする
・感染者を排除して、自分は感染していないし、これからも感染しない筈だと思おうとする
ɹ͜͏ͨ͜͠ͱ͕ੜ͡Δͷɺ͕ࣗײછ͢ΔՄੑΛ൱ఆ͍ͨͨ͠ΊͰ͢ɻෆ҆Λղফ͢Δ
ͨΊɺੈքΛײછऀʗඇײછऀʢന͔͔ࠇʣʹೋͯ͑͠ߟ·͢ɻײછͨ͠ਓײછͷ͍ٙͷ
͋ΔਓΛؒͱͣ͑ߟɺҟ࣭ͰݥةͳͷɺʮκϯϏʯͷΑ͏ʹ͍ͯݟΔͷͰ͢ɻ

【どうしたら差別／排除を防ぐことができるか】
◆ 差別／排除につながるメカニズム
・コミュニティ（地域社会：学校も含む）が危機（感染症の流行）にうまく対応できず、危機
対応が個人レベルにならざるを得ない状況
ɹίϛϡχςΟʹकͬͯΒ͑Δ͕֮ͯ࣋ײͳ͍ͷͰɺݸཱͨ͠ݽਓ͕ࣗΒରॲ͢Δ͜ͱʹͳ
Γ·͢ɻ͜Εͱͯෆ҆Ͱཱͨ͠ݽ৺ཧঢ়ଶͰ͢ɻ
・個人が「自ら考える」ことができず、不安に駆られて集団に埋没し、集団全体が「感染者」
＝「異分子」を排除する
ɹෆ҆Ͱཱͨ͠ݽঢ়ଶ͍͑ͷͰɺݸਓͱͯ͠ྫྷ੩ʹ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͘ͳͬͯ
ूஂʹຒΕͯ͠·͍·͢ɻͦͯ͠ύχοΫঢ়ଶͱͳͬͨूஂશମ͕ײછͨ͠ਓΛഉআ͠·
͢ɻͦ͏ͳΔͷɺ૬͑ࢧʹޓ߹͏ͱ͍͏ίϛϡχςΟͷ͋Γํ่͕ΕɺݸʑΒΒͷݸਓ
͕తͰিಈతͳͻͱͭͷू߹ମʹͳͬͯ͠·͏ͨΊͰ͢ɻ

◆ どうしたら差別／排除を防ぐことができるか
・コミュニティのメンバーが、コミュニティによって守られているという感覚を持つことがで
きるか
ɹͦͷͨΊʹɺ͕ߍֶʹ࣌ٸۓͲ͏͍͏ରԠΛ͢Δ͔Λɺ༧Ίֶ͕ߍੜెͷΈͳ͞Μʹ͑
͓ͯ͘͜ͱ͕ඞཁͰ͠ΐ͏ɻ
・差別／排除される側がどのような思いをするかを想像できるか＝「感染者」ではなく「人
間」として考えることができるか
ɹͦͷͨΊʹɺ;ͩΜ͔ΒֶߍίϛϡχςΟͷͳ͔Ͱɺײછʹର͢Δෆ҆ʹ͍ͭͯ͠߹
͍ɺ͑ߟΛڞ༗͓ͯ͘͜͠ͱ͕伴ʹͳΓ·͢ɻͦ͏͢Δ͜ͱͰɺ͕ࣗͨͪͻͱͭͷίϛϡχ
ςΟͰ͋Γɺ͕͍ͨʹ͑ࢧ߹͏ͱ͍͏֮ײΛͭ࣋͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ


